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第
百
号 

❑去る１０月２８日、美しい日本の憲法をつくる愛知県民の会・日本女性の会愛知・日本会議愛知県本
部の共催による、呉善花氏講演会が開催された。当日は雨にもかかわらず、会場満席の大盛況となった。 

呉善花氏講演会開催さる 

❑去る１０月１３日、日本会議名古屋北支部例会（南部文宏支
部長）が開催された。おりしも選挙期間中であり、選挙の争点や
行方について活発な意見交換があった。 

日本会議名古屋北支部
例会開催さる 

❑去る１１月５日、日本会議春日井支部例会（後藤宗夫支
部長）が開催された。地元市会議員が２名参加され、今後
の憲法改正運動、とりわけ国民投票に向けた取り組みにつ
いての話題が中心となった。 

日本会議春日井支部 
例会開催さる 

会場の様子 



愛知県護国神社清掃奉仕予定 
 

■１２月３日（日）午前８時開始。 ※清掃奉仕終了後、
９時より「月参り」に参列いただけます。 
■引き続き１月７日（日）午前８時開始とします。 
■軍手を必ずご持参ください。また、小雨なら社殿
の木枠拭きをしますので雑巾をご持参下さい。大雨
は中止になりますが疑わしい天気の場合には、現場
責任者の服部宛、電話 (070-6583-4588)を下さい。 
１１月５日は１３名の参加でした。ありがとうございまし
た。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
      

 （１１月５日  奉仕後に撮影） 
●「日本の息吹」を引続きご購読くださいますよう 
  お願いいたします。 
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服
部
守
孝 
陵
墓
参
拝
記 

そ
の
三
十
四 

三
月
初
め
に
陵
墓
参
拝
に
出
か
け
ま
し

た
。
こ
の
日
参
拝
す
る
陵
墓
は
一
箇
所

の
み
で
す
。
奈
良
県
葛
城
市
と
大
阪
府

太
子
町
に
ま
た
が
る
二
上
山
の
頂
上
付

近
に
あ
る
大
津
皇
子
（
お
お
つ
の
み

こ
）
の
二
上
山
墓
（
ふ
た
か
み
や
ま
の

は
か
）
で
す
。
現
在
で
は
「
に
じ
ょ
う

さ
ん
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
が
古
い
時

代
に
は
「
ふ
た
か
み
や
ま
」
と
呼
ば
れ

て
い
た
そ
う
で
す
。
そ
の
名
の
示
す
と

お
り
二
上
山
に
は
雄
岳
（
標
高
五
一
七

米
）
と
雌
岳
（
標
高
四
七
四
米
）
の
二

つ
の
山
頂
が
あ
り
古
代
よ
り
神
聖
な
山

と
し
て
信
仰
の
対
象
で
あ
っ
た
そ
う
で

す
。
雄
岳
の
頂
上
付
近
に
は
大
津
皇
子

の
お
墓
と
隣
り
合
っ
て
葛
木
二
上
神
社

が
あ
り
ま
す
。 

上
様
の
大
田
皇
女
が
幼
少
の
と
き
に
お

亡
く
な
り
に
な
り
天
武
天
皇
が
崩
御
あ

そ
ば
さ
れ
る
と
お
母
上
様
の
実
の
妹
で

あ
る
持
統
天
皇
が
政
務
を
お
執
り
に
な

り
ま
す
。 

天
武
天
皇
と
持
統
天
皇
の
間
の
皇
子
で

あ
る
草
壁
皇
子
が
皇
太
子
で
あ
る
の
で

す
が
、
そ
の
地
位
を
脅
か
す
存
在
の
大

津
皇
子
は
謀
反
の
疑
い
を
か
け
ら
れ
自

害
に
追
い
込
ま
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
大

津
皇
子
の
死
を
悼
む
実
姉
の
大
伯
皇
女

が
詠
ん
だ
歌
が
万
葉
集
に
収
め
ら
れ
て

い
ま
す
。 

 

う
つ
そ
み
の
人
な
る
我
（
わ
れ
）
や 

明
日
よ
り
は 

二
上
山
（
ふ
た
か
み
や
ま
）
を
弟
（
い

ろ
せ
）
と
我
（
あ
）
が
見
む 

 

近
鉄
名
古
屋
駅
か
ら
午
前
九
時
発
の
難

波
行
き
特
急
に
乗
り
込
み
ま
し
た
。 

さ
ら
に
十
数
分
ほ
ど
登
っ
た
と
こ
ろ
に

は
式
内
大
社
の
當
麻
山
口
神
社
が
あ
り

ま
す
。
大
山
祇
命
、
天
津
彦
火
瓊
瓊
杵

命
、
木
花
佐
久
夜
比
賣
命
を
お
祀
り
し

て
い
ま
す
。
二
礼
二
拍
手
一
礼
。 

 
 
 
 
 
 

 
 
 

（
次
号
に
つ
づ
く
） 

（
愛
知
県
本
部
事
務
局 

松
川
秀
康
） 

一
日(

日)

前
日
よ
り
上
京
し
て
お
り
、
始
発

の
新
幹
線
に
て
帰
名
。
そ
の
足
で
、
第
九
十

七
回
愛
知
縣
護
國
神
社
清
掃
奉
仕
会
へ
。
午

後
は
「
南
京
の
真
実
～
志
那
事
変
と
中
国
共

産
党
」
上
映
会
の
お
手
伝
い
へ
。
終
了
後
は
、

水
島
監
督
を
囲
ん
だ
懇
親
会
も
あ
り
楽
し
く

過
ご
し
た
。 

十
日(

火)

衆
議
院
議
員
総
選
挙
告
示
日
。
期

間
中
は
、
総
力
を
挙
げ
て
応
援
候
補
者
の
支

援
に
当
た
り
た
い
。 

十
三
日(

金)

日
本
会
議
名
古
屋
北
支
部
例
会

へ
。
今
回
は
、
辻
秀
樹
愛
知
県
議
（
千
種
区

選
出
）
の
事
務
所
を
お
借
り
し
て
和
や
か
に

開
催
さ
れ
た
。 

二
十
二
日(

日)

衆
議
院
選
挙
投
票
日
。
朝
一

番
で
投
票
を
済
ま
せ
る
。 

二
十
三
日(

月)

台
風
の
影
響
で
西
尾
市
の
開

票
作
業
が
今
夕
ま
で
延
引
さ
れ
そ
の
結
果
、

愛
知
二
区
の
田
畑
つ
よ
し
氏
が
定
数
四
五
六

の
最
後
の
議
席
を
獲
得
さ
れ
た
。
実
に
ド
ラ

マ
チ
ッ
ク
な
逆
転
勝
利
で
あ
っ
た
。
三
期
目

の
ご
活
躍
を
お
祈
り
し
た
い
。 

二
十
八
日(

土)

呉
善
花
さ
ん
講
演
会
を
開
催
。

日
韓
の
比
較
文
化
論
は
、
身
近
な
話
題
か
ら

説
き
起
こ
さ
れ
、
ユ
ー
モ
ア
を
交
え
た
解
り

易
い
内
容
だ
っ
た
。
雨
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

大
勢
の
方
々
に
ご
来
場
い
た
だ
け
た
。 

二
上
山
の
登
山
は
雄
岳
山
頂
を
目
指
す

な
ら
ひ
と
つ
大
阪
寄
り
の
二
上
神
社
口

駅
で
下
車
し
た
方
が
近
い
の
で
す
が
、

せ
っ
か
く
な
の
で
ま
ず
、
雌
岳
を
目
指

し
そ
の
次
に
雄
岳
を
目
指
す
ル
ー
ト
を

と
る
た
め
に
当
麻
寺
駅
で
下
車
し
ま
し

た
。 

ま
ず
歩
い
て
十
数
分
の
と
こ
ろ
に
あ
る

當
麻
寺
を
参
拝
し
ま
し
た
。
推
古
天
皇

二
十
年
（
西
暦
六
一
二
年
）
創
建
と
伝

わ
る
非
常
に
古
い
お
寺
で
す
。
本
堂
を

は
じ
め
と
し
て
た
く
さ
ん
の
国
宝
が
あ

り
ま
す
。
合
掌
。 

大
津
皇
子
は
日
本
書
紀
に
も
登
場
す
る

悲
劇
の
皇
子
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

天
武
天
皇
の
皇
子
で
あ
り
な
が
ら
お
母 

一
時
間
半
強
揺
ら
れ
て
大
和
八
木
駅
で

乗
り
換
え
で
す
。
ち
ょ
う
ど
停
ま
っ
て

い
た
橿
原
神
宮
前
行
き
特
急
に
乗
り
ま

し
た
。
本
来
は
特
急
料
金
が
必
要
な
の

で
す
が
次
駅
の
終
点
橿
原
神
宮
前
駅
ま

で
は
二
分
ほ
ど
な
の
で
車
掌
さ
ん
も
来

ず
に
特
急
料
金
無
し
で
済
み
ま
し
た
。

橿
原
神
宮
前
駅
か
ら
は
南
大
阪
線
各
駅

停
車
に
乗
り
継
ぎ
当
麻
寺
（
た
い
ま
で 

ら
）
駅
に
は
十
一
時
十
五
分
こ
ろ
に
到

着
し
ま
し
た
。 

 


